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あ

す

か

い
け

奈
良
・飛
鳥
池
遺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥

調
査
期
間
　
　
一　
第
九
人
次
調
査
　
一
九
九
九
年
（平
Ｈ
）
四
月
１
九
月

一
一　
第

一
一
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

一
二
月
―
二
〇
〇

一
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
代
表
　
黒
崎
　
直

遺
跡
の
種
類
　
生
産
遺
跡

・
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
ｔ
平
安
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
飛
鳥
寺
の
東
南

か
ら

「人
」
字
形
に
の
び
る
東

西
二
つ
の
谷
に
面
し
た
丘
陵
斜

面
に
展
開
す
る
。
遺
跡
の
南
に

は
酒
船
石
遺
跡
が
隣
接
し
、
さ

ら
に
西
南
に
は
飛
鳥
京
跡
が
立

Ｄ

地
す
る
。
遺
跡
の
中
央
付
近
に

請
は
、
北
へと
下
ってき
た
谷
を

堰
き
止
め
る
形
で
東
西
塀

０
二

時
期
に
わ
た
る
）
が
築
か
れ
、
こ
の
塀
を
境
に
南
北
二
つ
の
地
区
に
分
か
れ
る
。

北
地
区
で
は
石
組
み
の
井
戸

・
方
形
池

・
導
水
路
、
建
物
、
塀
な
ど
が
み
つ
か

り
、
建
物
規
模
も
大
き
い
。
南
地
区
で
は
、
東
西
二
つ
の
斜
面
に
大
規
模
な
工

一房
群
が
展
開
し
、
北
地
区
と
は
様
相
を
異
に
す
る
。

な
お
飛
鳥
池
遺
跡
で
は
、
こ
れ
ま
で
四
度
の
調
査

（
一
九
九
一
年
の
調
査
、
第

八
四
・
八
七
・
九
三
次
調
査
）
で
八
〇
〇
〇
点
近
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
一
四
・
二
一
号
）。

一　
第
九
人
次
調
査

南
地
区
で
は
、
「人
」
字
形
に
の
び
る
谷
の
両
岸
を
雛
壇
状
に
造
成
し
、
業

種
別
に
工
房
を
配
置
す
る
。
東
の
谷
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
で
は
、
第
九
三
次
調
査
で
、

銅

・
鉄

・
富
本
銭
な
ど
の
工
房
の
存
在
が
判
明
し
た
。
第
九
人
次
調
査
は
そ
れ

を
受
け
た
も
の
で
、
第
九
三
次
調
査
区
の
東
南
部
で
検
出
さ
れ
た
炉
跡
群
の
一

部
と
、
第
人
七
次
調
査
東
区
を
含
み
込
む
形
で
調
査
区
を
設
定
し
、
炉
跡
の
広

が
り
と
富
本
銭
鋳
造
に
関
わ
る
遺
構

。
遺
物
の
発
見
を
目
指
し
た
。
調
査
面
積

は
約

一
二
〇
〇
ポ
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
炉
跡
、
炭
層
、
土
坑
、
工
房
を
区
画
し
た
掘
立
柱

塀
、
陸
橋
、
斜
行
溝
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
は
次
の
五
カ
所
か
ら
、
計
二
六
点

今
つ
ち
削
暦
九
点
）
が
出
上
し
た
。

土
坑
Ｓ
Ｋ
二

一
三
は
、
直
径
約
二
ｍ
の
円
形
状
で
、
真
土
製
銭
絶
や
富
本
銭

断
片

・
鋳
禅

・
堰

。
バ
リ

・
溶
銅

。
ル
ツ
ボ

・
羽
口

・
銅
滓
な
ど
、
富
本
銭
を

鋳
造
す
る
際
に
生
じ
た
廃
棄
物
が

一
括
投
棄
さ
れ
て
い
た
。
木
簡
七
点

ぐ
つ
ち



削
婿
エハ占
じ
が
出
土
し
た
が
、
釈
読
は
で
き
な
い
。

斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
四
は
谷
筋
に
平
行
し
て
南
東
か
ら
北
西
に
流
れ
る
。
上
幅

一
１
二
ｍ
で
、
深
さ
三
〇
―
五
〇
伽
の
素
掘
溝
で
あ
る
。
陸
橋
Ｓ
Ｘ
二
〇
二

・

二
〇
入

。
二

一
〇
の
北
端
を
縦
断
し
、
水
溜
Ｓ
Ｘ
二

一
一
に
注
ぐ
。
溝
の
下
層

か
ら
木
簡
が

一
点
出
土
し
た
。

陸
橋
Ｓ
Ｘ
二
〇
八
裾
の
炭
溜
か
ら
木
簡

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
今
回
、
六

条
の
陸
橋
を
検
出
し
た
う
ち
の
ひ
と
つ
。
本
遺
跡
で
は
谷
の
流
れ
に
直
行
し
た

陸
橋
を
複
数
築
き
、
谷
を
棚
田
状
に
造
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
工
房
か
ら
排

出
さ
れ
た
炭
や
灰

・
失
敗
品
な
ど
の
廃
棄
物
を
順
次
沈
殿
さ
せ
る
仕
組
み
が
と

ら
れ
て
い
た
。

谷
筋
と
そ
の
両
岸
に
は
、
工
房
か
ら
投
棄
さ
れ
た
大
量
の
炭
層
が
堆
積
し
て

い
た
。
と
く
に
、
北
東
岸
の
工
房
跡
か
ら
谷
筋
に
向
か
う
斜
面
に
は
分
厚
く
炭

層
が
堆
積
し
て
お
り
、
最
大
厚
さ

一
ｍ
に
も
及
ぶ
。
こ
の
炭
層
か
ら
計
六
点

（う
ち
削
層
一
点
）
の
木
簡
が
出
土
し
た
。

東
の
谷
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
堆
積
層
か
ら
は
、
木
簡

一
一
点

ぐ
つ
ち
削
婿
一
占
一
が

出
土
し
た
。

一
一　
第

一
一
二
次
調
査

「人
」
字
形
に
の
び
る
谷
の
う
ち
、
東
側
の
谷
筋
は
全
長
二
五
〇
ｍ
近
く
に

及
び
、
銅

。
鉄
を
中
心
と
し
た
工
房
群
が
展
開
す
る
。
最
奥
部
に
は
、
酒
船
石

遺
跡
の
亀
形
石
槽
が
所
在
す
る
。
第

一
一
二
次
調
査
は
、
東
の
谷
筋
に
お
け
る

工
房
の
南
限
の
解
明
と
、
近
接
す
る
酒
船
石
遺
跡
と
の
境
界
の
把
握
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
調
査
面
積
は

一
人

一
〇
ポ
。

調
査
の
結
果
、
丘
陵
西
斜
面
の
上
下
三
段
の
テ
ラ
ス
で
、
古
墳
時
代
の
糾
行

溝

・
南
北
溝
、
古
墳
時
代
以
降

。
飛
鳥
池
工
房
期
以
前
の
石
組
遺
構
、
飛
鳥
池

工
房
期
の
炉
跡
や
廃
棄
物
層
な
ど
を
検
出
し
た
。
ま
た
調
査
区
西
の
谷
部
は
、

平
安
時
代
の
遺
物
を
包
含
す
る
腐
植
土
層
が
覆

っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
腐
植
土
層
は
、
谷
に
繁
茂
し
た
草
木
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

谷
が
沼
沢
も
し
く
は
湿
地
と
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
所
は

亀
形
石
槽
の
下
流
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
か
ら
流
水
し
た
水
流
を
人
工
的

に
調
整
す
る
水
溜
施
設
が
、
沼
沢
も
し
く
は
湿
地
と
化
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
腐
植
土
層
の
下
層
か
ら
木
簡
が

一
点
、
自
然
木

・
植
物
種
子

・
板
状
木
製

品

・
黒
色
土
器
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
内
容

・
釈
文

一　
第
九
八
次
調
査

斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
四

ρ
Ｚ
ヽ
た
暫
Ｆ
Ｚ
ち
毎

日
ん
辞
＝

‐ ‐
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含

］
ｅ

×

（
卜
ヽ
）
×
∞
　

ｏ
Ｐ
ｏ
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陸
橋
Ｓ
Ｘ
二
〇
八
裾
炭
溜

②
　
。
「
＜
桑
原
五
十
戸
」

。
「
＜
□
（
□
　
　
」

炭
層

。

　

「
＜
次
評
酬
野
五
十
戸
＜

Ш
□
□
□
□
　
」

〔
那

力
皮

と

ぃ

　

「
＜

依
地
評
郵
赫
五
十
＜

」

〔
ア
カ
〕

⑪

　

□
□

谷
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
堆
積
層

〔
国
力
〕

０
　

。
「
＜
高
志
□
新
川
評

竃
カ

名

＜

〔
石
掴
頷
十
戸

〔
大
姐
調
□
目
」

〔若
佐
力
〕

　

〔”
と

０

　

「
＜
□
□
同
日

日
□
□
利
□
□
＜
」
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□
□

□

⑪
　
・
不
□

・
期

⑪
は
習
書
木
簡
。
下
端
は
刃
物
を
入
れ
て
折
っ
て
い
る
。
②
の

「桑
原
五
十

戸
」
は
複
数
の
候
補
が
あ
り
、
特
定
は
で
き
な
い
。
裏
面
の
三
文
字
目
は

「篭
」
と
読
ん
だ
が
、
い
び
つ
な
字
体
で
あ
る
。
０
い
は
と
も
に
隠
岐
国
か
ら

の
荷
札
木
簡
。
③
の

「次
評
」
は
後
の
周
吉
郡
、
い
の

「依
地
評
」
は
後
の
隠

地
郡
。
「評
―
里
」
制
よ
り

一
段
階
古
い

「評
十
五
十
戸
」
制
の
表
記
が
と
ら

れ
て
い
る
。

０
の

「高
志
」
は
越
の
こ
と
。
「新
川
評
石
背
五
十
戸
」
は
後
の
越
中
国
新

川
郡
石
勢
郷
。
こ
れ
ま
で
越
国
の
越
前

。
越
中

・
越
後

へ
の
三
分
割
の
時
期
は
、

天
智
七
年

（六
六
人
）
か
ら
持
統
六
年

（六
九
二
）
ま
で
の
間
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
「評
十
五
十
戸
」
表
記
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
注
目
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
「高
志
」
の
次
の
文
字
は

「国
」
と
読
ん
だ
が
、
墨
痕
は
わ

ず
か
で
あ
り
確
実
で
は
な
い
。
な
お
、
藤
原
京
跡
左
京
十

一
条

一
坊
西
南
坪
か

ら
朱
雀
大
路
に
か
け
て
の
調
査
で
、
七
世
紀
後
半
半
ば
頃
の
三
間
×
三
間
の
総

柱
建
物
の
柱
掘
形
か
ら

「高
志
調
」
と
書
か
れ
た
荷
札
木
簡
が
出
上
し
て
い
る

（奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

『大
和
を
掘
る
』
一
九
）。

〔度
力
〕

□
　
□

□

□
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ｏ
∞
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①
の

「”
利
」
は
海
藻
の
ノ
リ
の
こ
と
か
。
①
は
上
折
れ

。
右
割
れ
の
習
書

木
簡
。
下
端
に
は
両
面
に
焼
け
こ
げ
が
わ
た
る
。
表
面
は

「ま
だ
れ
」
の
文
字

を
習
書
し
て
い
る
。
裏
の
二
文
字
目
は

「染
」
な
い
し

「渫
」
の
よ
う
に
見
え

る
。
①
は
上
下
と
も
に
折
れ

・
左
割
れ
で
、
内
容
も
不
明
。

出
土
木
簡
の
う
ち
、
内
容

・
形
態
か
ら
荷
札

・
付
札
と
推
定
で
き
る
も
の
が

九
点
ほ
ど
、
木
簡
状
木
製
品
も

一
点
あ
り
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
九
三

次
調
査
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

一
一　
第

一
一
二
次
調
査

〔大
力
〕

①
　
・
頭
黒
黒
□
所
召
者
伯

□
□
□
問
其
由
□
　
」

〔勘
力
〕

・
□
□
□
太
□
□
□
太
□
」
　
　
　
　
　
　
（こ
Ｘ
じ
益

ｏｓ

〔等
奈

力
〕

〔奈
力
〕

内
容
的
に
習
書
木
街
と
考
え
ら
れ
る
が
、
上
端
を
斜
め
に
切
り
折
っ
て
廃
棄

す
る
。
表
面
の

「所
召
」
は

「麻
呂
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「麻
」

と
し
た
場
合
、
第

一
画
が
な
い
の
が
難
点
。
二
行
目
の

「勘
問
其
由
」
と
あ
わ

せ
て
、
某
所

令
大
」
は

「丸
」
の
可
能
性
も
あ
る
）
に
召
し
て
勘
問
す
る
と
い
う

場
面
を
想
像
さ
せ
る
が
、
不
確
定
。
裏
面
の

「奈
」
も

「東
」
の
可
能
性
を
含

め
て
検
討
を
要
す
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
二
〇
〇
〇
―

Ⅱ
』
全
一〇
〇
〇
年
）

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇

一
』
全
一〇
〇

一

年
）同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
五

（一
一〇
Ｑ

一年
）

（市
　
大
樹
）




